
令和 5年 2月 8日 第 3050回例会 

［点鐘］［ロータリーソング］それでこそロータリー 

［四つのテスト唱和］内田会員 

［ゲスト紹介］石原興一郎様ご夫妻、田中様 

       鶴田英人様、畑中様 

 

会長の時間 

【会長の時間：職業奉仕賞の授賞式において】 

本日は職業奉仕賞（佐々木賞）の授賞式に際しまして、

ご挨拶をさ

せていただ

きます。 

先月「職

業 奉 仕 月

間」であり

ましたが、

情報紙「ロ

ータリーの友」の 1 月号では、“私のプライド、その仕事”

としての職業奉仕月間の特集が組まれていました。職業奉

仕は、“天から与えられた、使命感を持って従事する天職”

を意味するとされます。自分の職業を常に見つめ直し、そ

の質を高め、誇りをもって、職業を通じて世に奉仕する会

員が「つくっている」ものは？・・・の副題的な文章があ

り、そこには様々な職業の会員が紹介され、プライドを持

って職業で奉仕する姿があります。 

職業奉仕はロータリークラブの活動の哲学的・実際的な

規準「五大奉仕部門」の一つで、「ロータリーの核心であり、

世界中の地域社会で奉仕を行う土台となるものである」と

もいわれています。あらゆる職業が社会生活を営むために

必要であり、業務を分担することで社会が成り立っている

わけですので、当然のこととして私たちはその対価として、

生活の糧を得るための報酬・利潤を得ています。ただ、そ

の自分の職業に責任と誇り・プライドが持てるか、社会的

意義の認識が持てるかどうかは人それぞれです。このこと

はとても大事なことであり、生き方にも影響を及ぼすので

はないかとも思います。このように、ロータリーが「職業

奉仕」を掲げているのは他の団体にはない奉仕分野であり、

そこに”責任と誇り”を持てるかがキーポイントなのか

もしれません。 

本日の職業奉仕賞は、今し方副 SAA の紹介があったよう

に、ロータリー歴約 46 年、国際ロータリークラブ第 2730

地区ガバナーを務められた佐々木典綱鹿児島南ロータリ

ークラブ会員（令和 4 年 10 月 20 日ご逝去）のご寄付を基

金として設立されたものであり、平成 16 年 8 月、お二人

の受賞者から始まっております。そのため、鹿児島南ロー

タリークラブ・会員は、佐々木パストガバナーに敬意と感

謝を込めて「佐々木賞」と呼んでおります。 

本日の職業奉仕賞を受賞されますお二人のご功績につ

いては、後ほど推薦者の会員からご紹介がありますので、

よろしくお願いいたします。この賞にふさわしいお二人に

共通することは、「自分の職業に使命感をお持ちであり、ま

た責任と誇り・プライドも持っていらっしゃる。さらに十

分に社会的意義を認識されている」という、まさに職業奉

仕かと思います。 

石原様、鶴田様、本日は佐々木賞のご受賞、誠におめで

とうございます。 

 

会務報告 

①2 月分のロータリーレートは 1 ドル=130 円です。 

②緑の募金のお願いが参りました。募金箱を用意していま

すのでご協力をお願いします。 

③第 21回ロータリー全国囲碁大会の案内が届いています。 

 5/20（土）東京市ヶ谷の日本棋院で開催されます。詳し

い内容は事務局までお尋ねください。 

④2/24（金）プロバスクラブの例会がサンロイヤルホテル 

 で開催されます。出席希望の方は事務局までお知らせく

ださい。 

⑤KKB 主催の 4/9 のプロ野球の試合を観戦したい方は申込

書がありますので事務局までお知らせください。 

 

スマイル報告 

○池 田 京 子 君 本日は、職業奉仕賞（佐々木賞）の贈

呈式です。石原様、鶴田様、ようこそ鹿児島南ロータ

リークラブへお越しくださいました。これまでのお二

人の職業奉仕の取り組みに経緯を表します。おめでと

うございます。 

○杉 原  浩 君 石原様、鶴田様、職業奉仕賞（佐々木

賞）受賞、誠におめでとうございます。心よりお祝い

申し上げます。 

○上 薗 真 歩 君 遅ればせながら、あけましておめでと

うございます。大晦日に夫婦、帰省中の娘と一緒にコ

ロナに罹り、熱にうなされながら元旦を迎えました。 

行政から支援物資をたくさんいただき、人生初の寝正

月でした。ボケの後遺症が残りましたが、今年もよろ

しくお願いいたします。 

    小計 4,000 円  累計 217,000 円 
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